










所
得
税
・
市
県
民
税
の
申
告
は
、

3
月
15
日
（
木
）
ま
で
で
す
。
関

係
書
類
を
早
め
に
そ
ろ
え
、
期
間

内
に
申
告
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
 

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出

さ
れ
る
方
や
無
収
入
で
扶
養
親
族

と
な
っ
て
い
る
方
は
、
市
県
民
税

の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
（
た

だ
し
、
国
民
健
康
保
険
や
児
童
手

当
な
ど
の
関
係
で
、
申
告
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。
 

ま
た
、
給
与
所
得
の
み
の
方
は
、

通
常
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
前
年
中
に
退
職
さ
れ
、
年
末

調
整
の
済
ん
で
い
な
い
方
や
医
療

費
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
な
ど

を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
方
は
、
申

告
が
必
要
で
す
。
 

 市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
思

わ
れ
る
方
に
は
、
2
月
上
旬
ま
で

に
申
告
書
を
お
送
り
し
ま
す
（
前

年
ま
で
の
状
況
を
も
と
に
申
告
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
告

書
が
送
ら
れ
て
こ
な
く
て
も
申
告

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

申
告
期
間
中
は
、
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
指
定
さ
れ
た
期
日

に
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
指

定
日
に
都
合
の
悪
い
方
は
、
左
頁

の
日
程
表
を
ご
確
認
の
上
、
都
合

の
良
い
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

 所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

は
、
還
付
申
告
な
ど
の
方
（
医
療

費
控
除
を
受
け
る
方
や
給
与
の
年

末
調
整
が
済
ん
で
な
い
方
な
ど
）、

2
カ
所
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る

方
や
白
色
申
告
の
自
営
業
の
方（
収

支
内
訳
書
が
作
成
済
み
の
方
に
限

る
）
の
受
け
付
け
を
左
頁
の
日
程

表
の
通
り
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、

譲
渡
所
得
（
土
地
、
建
物
や
株
の

売
買
に
よ
る
所
得
）
の
あ
っ
た
方

や
青
色
申
告
の
方
な
ど
、
前
記
以

外
の
方
は
、
多
治
見
税
務
署
へ
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。
 

 昨
年
中
収
入
が
な
か
っ
た
方
は
、

特
に
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
後
日
、
状
況
の
確
認
の
た
め

税
務
課
か
ら
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
収

入
が
な
く
て
も
ご
自
分
の
所
得
証

明
が
必
要
な
方
、
児
童
手
当
を
申

請
さ
れ
る
方
な
ど
は
、
申
告
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
場
合

の
申
告
に
つ
い
て
は
、
申
告
期
間

中
（
2
月
16
日
〜
3
月
15
日
）
は
、

会
場
が
混
雑
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
以
降
に
税
務
課
へ
お
越
し
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
①
市
県
民
税
申
告
書
ま
た
は
、
所

得
税
の
確
定
申
告
書
（
お
持
ち

で
な
い
方
は
、
申
告
会
場
に
あ

り
ま
す
）
 

②
印
鑑
 

③
平
成
18
年
中
の
収
入
金
額
が
分

か
る
も
の
＝
給
与
所
得
の
源
泉

徴
収
票
、
退
職
所
得
の
源
泉
徴

収
票
、
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収

票
、
報
酬
の
支
払
調
書
、
事
業

の
収
支
が
分
か
る
書
類
な
ど
 

■
各
種
控
除
を
受
け
る
場
合
に
必

要
な
も
の
（
前
記
の
①
〜
③
に
合

わ
せ
て
必
要
で
す
）
 

・
生
命
保
険
料
控
除
・
損
害
保
険

料
控
除
を
受
け
る
場
合
＝
保
険

料
控
除
証
明
書
（
支
払
証
明
書
） 

・
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場

合
＝
支
払
金
額
が
分
か
る
も
の

（
領
収
書
な
ど
）
（
※
国
民
年

金
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
社
会

保
険
料
控
除
証
明
書
）
 

・
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る
場

合
＝
平
成
18
年
中
の
配
偶
者
の

所
得
金
額
が
分
か
る
も
の
（
※

配
偶
者
控
除
と
重
複
し
て
の
控

除
は
、
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）
 

・
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
＝

平
成
18
年
中
に
支
払
っ
た
医
療

費
の
領
収
書
（
合
計
金
額
を
計

算
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
）、

保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た

場
合
は
、
そ
の
金
額
が
分
か
る

も
の
 

※
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合

は
、
振
込
先
の
金
融
機
関
名
・

口
座
番
号
（
本
人
名
義
）
が
分

か
る
も
の
が
必
要
で
す
。
 

 ●
「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
」

の
提
出
 

消
費
税
法
が
改
正
さ
れ
、
平
成

18
年
分
の
課
税
売
上
高
が
1
千
万

円
を
超
え
る
個
人
事
業
者
の
方
は
、

平
成
20
年
分
の
消
費
税
の
申
告
が

必
要
で
す
。
平
成
18
年
分
所
得
税

の
確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ
る
際

に「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
」

も
併
せ
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
（
す

で
に
届
出
書
を
提
出
済
み
の
方
は

不
要
で
す
）。
 



 
 
県知事表彰　永年勤続功労章＝小川敏弘　勤続功労章＝
安藤哲則　功労章＝丹羽均、田中知敏、安藤成正 
（財）県消防協会長表彰　表彰鳶＝市消防団　功績章＝
楓康典、水野つほみ、松浦安久、中垣連次、酒井由香
里、安藤伸二、加藤寿、小出博文、中垣正一、武藤孝
士　勤労章20年＝桂川忍　勤労章15年＝林立也、水野
紘彦、三好佳博、田中哲男、石川秀樹 
県議会消防防災議員連盟会長表彰　感謝状＝土岐市 
 
 
県東濃振興局長表彰　功労章＝土本典良、横井清英 
市長表彰　功績章＝安藤伸二、中山裕司、林淳、加藤
源造、土本貢、加藤市朗、林弘素、井野達也、梅村悟、
林忠久、脇坂俊史、内木章裕、神戸幸徳、小木曽龍哉、
青山晃久、加藤邦彦、大川渉、加藤庄吉、長尾浩章、
渡辺晴人、高橋暢宏、酒井寿子、永田将也、水野浩康、
酒井繁臣、佐藤朋之、田中善朗、山田秀郎　感謝状＝
水野高章、水野友晴、酒向孝昌、水野貴人、林隆仁、

学校法人中部国際自動車大学校 
市消防団長表彰　表彰章＝深萱洋二、横田圭示、曽我
義彦、水野美由紀、加藤貴久、林隆幸、斎木仁、井沢
正和、中村悟、林信義、林秀、日比野幸夫、山田晋一
郎、伊藤公一、林拓児、大野和則、佐橋晋也、杉浦晴
哉、中島敏和、水野道彦、中根英晴、中野忠勝、長江
啓悟、長江洋二、林和幸、水野豊人、高山良和、水野
統文、大島進司、奥谷典士、柴田貴紀、塚本北斗、若
尾宗洋　勤続章＝土本典良、尾崎博利、林新次、西村
一二八、松浦伸治、大鋸国晃、小島光明、澤田甚、高
橋暢宏、水野道也、水野浩康、加藤紘英、沓名康夫、
大西達徳、可知井大策、近藤央充　精勤賞＝水野つほ
み、中垣連次、加藤文雄、酒井由香里、工藤工、木股
浩行、水野勉、加藤里美、長尾浩章、渡辺晴人、奥村
達也、土屋和宏、酒井繁臣、林英樹、正村慎悟、林皆
生、林寛、山口雅彦、横井重直、荻曽喜徳、各務昌幸、
酒井雄也、佐橋晋也、杉浦晴哉、鈴木忠幸、中島敏和、
二村秀樹、大島進司、奥谷典士、柴田貴紀、塚本北斗、
中島大蔵、若尾宗洋、勝岳史、清水政仁、林一光、渕
正和、宮川洋一 

　1　月　7　日（日）に文化プラザで行われた消防出初式の式典で、
消防活動に尽力された次の方々が表彰されました。＜敬称略＞ 

とび 



織部の日記念事業に関するお問い合わせは、文化振興課（内線555）へどうぞ。 

全国から集まった自
由奔放・斬新な発想で
創作された作品をはじ
め、地元の子どもたち
が織部の心で創作した
力作を展示します。 

人間国宝塚本快示・
加藤卓男をはじめ、最
近収蔵の加藤仁・小山
冨士夫の作品を展示し
ます。 

織部や志野などの美
濃焼伝統工芸品や地元
作家の陶芸作品を展示
し、お値打ちな価格で
販売します。 

 
長唄や琴の演奏を聞
きながら、茶華道連盟
の皆さんがたてるお茶
（300円）が楽しめま
す。 

市美術作家連盟会員
の作品を、美術ギャラ
リーで展示。多目的大
ホールでは、作品の販
売を行います。 

 
 
一服500円（数に限りがあります） 

 
 
美濃窯および各地の窯跡・都市遺跡からの出土品・

伝世品を展観し、元和から寛永期における茶陶のス
タイルとその変遷、生産と流通について紹介します。 

古田織部像／藪内佐斗司古田織部像／藪内佐斗司 古田織部像／藪内佐斗司 

加藤卓男／三彩花器「豊容」



（備考）日本放送協会『国民生活時間調査』より作成 
＊グラフが連続していないのは、調査方式が変更になったため。 

私
た
ち
の
生
活
か
ら
切
る
こ
と
の
で
き

な
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
。
今
で
は
、
身
の

回
り
の
ほ
と
ん
ど
の
機
器
に
組
み
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
 

近
い
将
来
、
実
現
す
る
と
い
わ
れ
る
ユ

ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
（
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
社
会
）
で
は
、
自
分
の
携
帯
電
話
や

外
出
先
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
、
照
明
か
ら
エ
ア
コ
ン
な
ど

ま
で
遠
隔
操
作
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
よ

う
で
す
。
 

今
で
は
、
行
楽
地
な
ど
の
混
雑
状
況
を

パ
ソ
コ
ン
で
確
認
で
き
る
し
、
自
分
の
子

ど
も
の
居
場
所
を
携
帯
電
話
で
確
認
し
た

り
、
保
育
園
・
幼
稚
園
で
の
様
子
も
携
帯

端
末
で
分
か
る
よ
う
に
し
て
い
る
施
設
も

あ
る
よ
う
で
す
。
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
だ
け
で
な
く
家
庭
の

電
化
製
品
や
、
育
児
・
介
護
に
掛
か
る
製

品
に
も
技
術
進
歩
は
、
目
覚
ま
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
 

ひ
ょ
っ
と
し
て
将
来
、
育
児
を
し
て
く

れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
が
開
発
さ
れ
、
携
帯
か
ら

遠
隔
操
作
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
う
れ
し
か
っ
た
り
、

心
配
し
た
り
、
悲
し
か
っ
た
思
い
出
は
、

体
験
し
な
け
れ
ば
思
い
出
せ
ま
せ
ん
。
 

左
の
表
で
は
、
土
曜
・
日
曜
・
平
日
に
、

男
性
が
家
事
に
携
わ
る
時
間
の
推
移
を
表

し
た
も
の
で
す
。
ど
う
い
っ
た
家
事
を
男

性
が
し
て
い
る
か
は
、
家
庭
の
事
情
で
違

う
と
思
い
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
時
間
は
、

増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
 

ボ
タ
ン
一
つ
で
、
何
で
も
で
き
る
時
代

が
来
て
も
、
そ
の
技
術
を
上
手
に
使
え
ば
、

ボ
タ
ン
の
い
ら
な
い
家
族
と
触
れ
合
う
時

間
が
増
や
せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

古田織部像／藪内佐斗司 



「
救
急
車
を
呼
ん
だ
の
に
、
な
ぜ
消
防

車
も
来
る
の
」
と
か
、
「
火
事
で
も
な
い

の
に
、
消
防
車
と
救
急
車
が
来
た
」
と
驚

か
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
 

救
急
隊
の
み
で
は
、
対
応
が
困
難
と
予

想
さ
れ
る
場
合
、
救
急
車
に
加
え
て
ポ
ン

プ
車
な
ど
の
消
防
車
を
同
時
に
出
動
さ
せ
、

救
急
隊
と
消
防
隊
が
連
携
し
、
救
急
活
動

を
迅
速
か
つ
安
全
に
行
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
救
急
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、

病
院
到
着
時
間
の
短
縮
や
救
命
率
の
向
上

が
図
ら
れ
ま
す
。
 

当
市
で
も
、
救
急
出
動
時
に
救
急
車
と

消
防
車
を
同
時
に
出
動
さ
せ
る
Ｐ
Ａ
出
動

（
救
急
支
援
出
動
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

          

Ｐ
Ａ
と
は
、消
防
ポ
ン
プ
車（Pum

per

）

の
Ｐ
と
救
急
車
（A

m
bulance

）
の
Ａ
の

頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。
 

Ｐ
Ａ
出
動
時
は
、
救
急
車
と
消
防
車
が

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
到
着
し
ま
す
が
、

消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
音
を
、
次
の
よ
う
に

使
い
分
け
て
い
ま
す
。
 

　
●
　

火
災
活
動
の
場
合
は
、「
ウ
〜
・
カ
ン
・

カ
ン
」
 

　
●
　

火
災
以
外
の
場
合
は
、「
ウ
〜
・
ウ
〜
・

ウ
〜
」
 

次
の
場
合
に
は
、
救
急
車
に
加
え
、
消

防
車
や
救
助
工
作
車
・
指
揮
車
の
い
ず
れ

か
が
出
動
し
ま
す
。
 

①
傷
病
者
が
心
肺
停
止
状
態
で
あ
る
と
予

想
さ
れ
る
場
合
 

②
救
急
隊
の
み
で
は
、
収
容
に
時
間
が
か

か
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
（
発
生
場
所

が
建
物
の
2
階
以
上
や
山
間
部
な
ど
）
 

③
救
急
活
動
に
支
障
を
及
ぼ
す
と
予
想
さ

れ
る
場
合
（
交
通
量
が
多
い
と
予
想
さ

れ
る
、
主
要
幹
線
道
路
に
お
け
る
交
通

事
故
、
ト
ン
ネ
ル
内
、
労
働
災
害
な
ど
） 

④
そ
の
他
、
必
要
と
認
め
る
場
合
 

過去3年間の救急出動件数とPA出動件数 
（土岐市内） 



詳
し
く
は
、
税
務
課
税
政
係（
内
線
1
8
3
）へ
ど
う
ぞ
。 

地球温暖化の原因となる二酸化炭素を出す量に応
じて税金をかける制度。二酸化炭素排出の原因にな
っている石炭・石油・天然ガスなどの化石燃料に税
金をかけることによって、その使用量を抑え、二酸
化炭素の排出量を減らそうというものです。別名炭
素税とも呼ばれ、現在導入に向け議論されています。 
集められた税金は、低公害車を買う際の補助金や
自然エネルギー活用の補助、森林の整備などに使わ
れる予定です。 

詳しくは、環境課（内線254）へどうぞ。 

 
振鈴…早朝雲水の覚醒を促す鈴の音が七堂伽藍に鳴
り響き、一日が始まる。 
洗面…洗面の作法は、日本にはなく中国より伝えら
れた。汚れたから洗うのではなく、自らを清めるこ
とによって、ほかをも清め、世界中を清めていく行
為である。 
暁天座禅…就寝していた場所が座禅の場となる。「起
きて半畳、寝て一畳」である。 
勤行…寺院内に響き渡る大木魚と雲水の読経の声。 
弁食…食事の作法や食事を整える者の心構えが修行
となる。 
僧食九拝…食事を整えた者が、雲水の食事を前に　9　
回お拝をして送り出す。 
行鉢…命懸けで整えた食事を、命懸けでいただく。 
日天作務…座禅とともに、禅寺の特徴に作務がある。
無心にちりを払う行為は、ほかを清浄にし、自らも
清浄にする。手段ではなく、行為が目的であり結果
である。 
夜座…一日の終わりは座禅、動から静へと緩やかに
時が流れてく。「今日一日の無事を感謝」 
大本山の雲水の修行の一日を見ていると、言葉では
軽々しくいえない重さが感じられます。茶の湯の世
界で長年接してきましたが、これだけの思いでやっ
ていたかと・・、反省させられます。まさに「茶禅
一味」の心に少しでも近づきたいものです。 

しんれい 

せんめん 

そうじききゅうはい 

べんじき 

ぎょうはつ 

にってん さ　む 

や　ざ 

ごんぎょう 

きょうてん ざ ぜん 

かくせい が　らん 



【作り方】　五平もちのたれをつくります。調味料をかくはん加
熱します。白すりごま・割りピーナッツ・割りくるみは、ミキサー
で細かくして、この調味料に混ぜて加熱し、固いようなら水で調節
します。　五平もちをコンベクションオーブンやオーブントースタ
ーなどで素焼きをし、　のたれをつけて、再度焼きます。　好みで
粉さんしょうを振り、いただきます。 
＊五平もちをコンベクションオーブンなどで焼きましたが、油で揚
げて、たれをつける方法もあります。香ばしく良いですよ。 

【作り方】　かつお節・煮干し・水でだしを取ります。　ゴボウは、
ささがきにしてボイル、板こんにゃくは薄く切り、塩もみしてボイ
ル、サト芋は皮をむき、薄くいちょう切りにし、さっとボイルして
おきます。　大きな鍋にいため油を落とし、薄くいちょう切りに切
ったダイコン・ニンジン・こんにゃく・ゴボウをいため、出し汁を
加えます。　半分程度の調味料を入れ、サト芋・細切りの油揚げも
加え、あくを取りながら煮ます。　残りの調味料を加え、サイコロ
に切った豆腐を入れ、水溶きのでんぷんを入れて、味を整え細かく
切った根深ネギを散らします。 
＊すまし汁仕立てで、とろみをつけた汁をのっぺい汁と言い、全国
各地の郷土料理の代表です。 

本
園
に
『
う
ー
ん
と
考
え
て
行
動
し
よ

う
』
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

園
の
教
育
目
標
を
具
現
す
る
た
め
に
作
ら

れ
た
合
言
葉
の
一
つ
で
す
。
 

4
月
か
ら
集
会
や
ク
ラ
ス
の
活
動
で
、

事
有
る
ご
と
に
こ
の
言
葉
を
使
っ
て
き
ま

し
た
。
最
初
は
、
廊
下
を
走
っ
て
い
た
子

ど
も
た
ち
に
「
廊
下
を
走
っ
て
も
い
い
の

か
な
？
う
ー
ん
と
考
え
て
ね
」
な
ど
と
、

自
分
で
考
え
る
よ
う
に
促
し
ま
し
た
。

「
危
な
い
の
で
、
走
っ
て
は
駄
目
だ
よ
」

と
子
ど
も
た
ち
に
言
う
こ
と
は
簡
単
な
こ

と
で
す
が
、
先
生
が
す
ぐ
に
答
え
を
出
さ

な
い
で
、
子
ど
も
た
ち
に
考
え
さ
せ
る
よ

う
に
言
葉
掛
け
を
し
て
き
ま
し
た
。
 

こ
の
と
こ
ろ
、
子
ど
も
た
ち
の
い
じ
め

や
自
殺
な
ど
、
悲
し
い
事
件
が
話
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
子
ど
も
た
ち

が
生
き
て

い
く
中
で
、

い
ろ
い
ろ

な
困
難
に

立
ち
向
か

う
こ
と
に

な
る
と
思

い
ま
す
。

そ
の
よ
う

な
時
に
は
、
自
分
で
う
ー
ん
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
 

今
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
日
常
会
話
の

中
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
友
だ

ち
が
困
っ
て
い
る
と
、
ほ
か
の
子
が
「
う

ー
ん
と
考
え
て
み
た
ら
…
」
と
言
っ
た
り
、

危
険
な
遊
び
を
し
て
い
る
と
「
う
ー
ん
と

考
え
て
い
な
い
ね
」
な
ど
と
注
意
を
し
合

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
 

子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
遊
び
の
一
つ

に
、
『
泥
だ
ん
ご
作
り
』
が
あ
り
ま
す
。

4
月
か
ら
始
ま
っ
て
、
手
が
冷
た
く
な
っ

た
12
月
に
な
っ
て
も
続
い
て
い
ま
し
た
。

幼
稚
園
の
中
で
、
泥
だ
ん
ご
作
り
に
よ
い

土
は
、
ど
こ
の
土
な
の
か
、
だ
ん
ご
に
か

け
る
砂
は
、
ど
こ
の
砂
が
良
い
の
か
、
い

ろ
い
ろ
な
場
所
で
作
っ
た
り
壊
し
た
り
し

て
、
今
で
は
、「
軒
下
の
砂（
園
舎
の
隅
）が

一
番
！
」
と
、
目
を
輝
か
せ
て
言
い
ま
す
。
 

遊
び
の
中
で
も
、
う
ー
ん
と
考
え
て
行

動
し
て
い
ま
す
。
 

 

みんなで遊びのルールを相談中 

こんなにピカピカに作れるように 
なりました。 



 
　3　月　7　日（水） 

 

午前10時～午後　4　時 

 

 

土岐市役所 

 
持ち物：献血手帳または、

献血カード 

16歳以上69歳以下の方 
65歳以上は、60～
64歳の間に献血経
験のある方 

乳幼児の保護者  
 
市民 
 
 

市民 
 
 
不眠・ふさぎ込み・怒
りっぽい・認知症など
でお悩みの方  
 
 
平成18年　2　月以前に生
まれた　2　歳未満のお子
さん 
 
 

　2　月23日（金）
 

  
　2　月26日（月） 
 
 

　2　月21日（水）  
 
 

　2　月27日（火）  
 

午前10時～11時30分 
 
午前10時～11時30分 
午後　1　時30分～　3　時  

午後　1　時15分～　2　時  

午後　1　時15分～　2　時30分  

 
午後　1　時～　3　時  
 

 
 
 
 
保健センター 
 
 
 
 

 
東濃保健所  
 

 
みそ汁の塩分測定を希望の
方は、当日朝の、みそ汁を
50ml程お持ちください。 
 
血圧測定 
尿検査など 

歯みがき指導も行います。  

要予約 
東濃保健所（　○23 1111・内
線362）または、保健センター 

　1　．麻しんまたは、風しんのいずれにもかかったことがなく、いずれの予防接種も受けた
ことがないお子さんは、　2　月15日（木）までに保健センターへお申し込みください。 
※接種は、　3　月からですが、　2　月26日（月）以降に申し込みされた医療機関で、接種日時を
予約してください。 
　2　．麻しんまたは、風しんのいずれか一方にかかったことがある場合や、いずれか一方の
予防接種を受けたことがある場合は、単独ワクチンの接種となりますので、保健センターへ
お問い合わせください。 

昨年までの接種状況を記入してください。 

希望医療機関名 

① 1回目接種日 
（　年　月　日） 

接種を受けるお子さんの氏名 生　年　月　日 住　　　　　　　　所 保護者氏名・電話番号 

平成　　年　　月　　日 
〒509-

② 2回目接種日 
（　年　月　日） 

③ 3回目接種日 
（　年　月　日） 

〈きりとりせん〉 

●対　象　者：平成17年　8　月31日以前に生まれたお子さんで、　3　種混合ワクチンの第　1　期を　3　回接種し、　1　年以上経過し
ている　7　歳半未満のお子さん 

●申込方法：希望の医療機関を選び、申込書に必要事項を記入し、　2　月15日（木）までに保健センターまたは、最寄り
の支所へ提出してください。ＦＡＸでも受け付けます（ＦＡＸ○53　0095・保健センターあて・申込後確認の
電話をお願いします）。 
市ホームページからも、申し込みができます。 

●実施期間：　3　月～　4　月 
（申し込みされた方は、　2　月26日（月）以降に希望医療機関へ接種日時を予約の上、接種してください） 

※ご注意　・接種の前には、「予防接種と子どもの健康」をよくお読みください。 
　　　　　・過去に百日せきと診断されたことがあるお子さんは、保健センターへご相談ください。 



市内の児童センター・児童館では、
親子で遊ぶクラブ会員を募集します。 
◆活動日時　　　1　歳児クラス＝毎月第
　2　木曜日（西部児童センターのみ第　2　
水曜日）　　　2　歳児クラス＝毎月第　2　
水曜日（西部児童センターのみ第　2　火
曜日）、午前10時30分～11時30分 
◆対象　　　1　歳児クラス＝平成17年　4　
月　2　日～平成18年　4　月　1　日生まれ 
　　2　歳児クラス＝平成16年　4　月　2　日～
平成17年　4　月　1　日生まれ 
◆申し込み　　2　月　5　日（月）・　6　日（火）
の午前10時～午後４時に、最寄りの児
童センター・児童館へ申し込みを。 
 
 
 
 
 
 
詳しくは、各児童センター・児童館へ。 
 
 
 
 

●ママとベビーのリフレッシュ教室 

◆日時　　3　月　8　日（木）午後　1　時30分～
　3　時（受付時間：午後　1　時15分～） 
◆対象　生後　1　～　4　カ月の赤ちゃんと
母親 
◆定員　15組（先着順） 
◆講師　宮田佳子氏（健康運動指導士、
アロマセラピスト） 
◆持ち物　母子健康手帳、バスタオル、
タオル、赤ちゃんの水分補給のお茶など 
●プレママクラス 

◆日時　　第　1　科＝　3　月　8　日（木）午後
　1　時～　4　時　　第　2　科＝　3月15日（木）
午前　9　時30分～午後　0　時30分 
◆持ち物　母子健康手帳、第　1　科は歯
ブラシ、第　2　科は体操のできる服装 
●両共通 

◆場所・参加費　保健センター・無料 
◆締め切り　　3　月　6　日（火） 
詳しくは、保健センターへどうぞ。 

●もぐもぐ（離乳食）教室 

◆日時　　2　月28日（水）午後　1　時～　3　時
30分 
◆対象　　4　カ月児健診を受けられたお
子さんの保護者 
◆定員　20人（先着順、10人まで託児
可能） 
◆締め切り　　2　月26日（月） 
●マタニティクッキング 

◆日時　　3　月　2　日（金）午前10時～午後
　1　時 
◆対象　妊婦の方 
◆定員　20人（先着順） 
◆締め切り　　2　月28日（水） 
●ぱくぱく（幼児食）教室 

◆日時　　3　月　7　日（水）午前10時～午後
　1　時 
◆対象　　3　歳児健診を受けられたお子
さんと保護者 
◆定員　20人（先着順） 
◆締め切り　　3　月　5　日（月） 
●全共通 

◆場所　保健センター 
◆参加費　無料 
詳しくは、保健センターへどうぞ。 
 
 
 
 
肥田町体育協会では、毎年恒例のス

キー教室を開催します。スノーボード
の講習も行います。 
初心者から上級者、子どもからお年

寄りまで、幅広く指導します。 
◆日時　　3　月　4　日（日）午前　6　時集合 
◆場所　モンデウス飛騨位山 
◆集合場所　ＪＡふれあいパーク浅野
◆定員　55人（定員になり次第締め切
ります。小学校　4　年生以下の方は、保
護者同伴でご参加ください） 
◆参加費　4,000円（バス代のみ。リ
フト代、飲食費などは自己負担） 
◆申し込み　電話で松本裕聖さん（　
○55　2939）へお申し込みください。 
詳しくは、松本さんへどうぞ。 

県では、毎年　5　月　5　日の「こどもの
日」に、次の要件に該当される方に対
して、激励金をお贈りしています。 
該当される方は、市役所環境課へご
連絡ください。 
◆対象　交通事故によって、それまで
生計を共にしていた父または、母（す
でに父母がなかった場合は、それに代
わる方）を亡くされた方で、義務教育
修了までの方および、高等学校在学中
の方（20歳未満）　※基準日は、毎年
　5　月　5　日とします。交通遺児となった
後、養子縁組した方や、父または母が
再婚し、生計を共にすることとなった
方は、対象になりません。 
◆激励金の額（一人当たり）　　乳幼
児・小学生＝15,000円　　中学生＝
20,000円　　高校生＝25,000円　※申
請から高校修了時（20歳未満）まで支給 
◆締め切り　　2　月16日（金） 
詳しくは、環境課へどうぞ。 
 
 
 
 
近年の急速な高齢化の進行による医
療費の伸びを抑制し、現役世代と高齢
者の負担の不公平を解消するため、安
定的で持続可能な医療制度の構築が必
要になってきています。このため、75
歳以上（一定の障害のある方は65歳以
上）の方を対象とした現在の「老人保
健医療制度」が、平成20年　4　月から「後
期高齢者医療制度」に変わります。 
「後期高齢者医療制度」を運営する
ため、平成19年　2　月　1　日に県内全市町
村が参加する広域連合を設立し、制度
の開始に向け準備を行っていきます。 
後期高齢者医療制度に関してのご質
問などは、岐阜県後期高齢者医療広域
連合（　058-388-5978）または、市福
祉課障害・給付係（内線152）へどう
ぞ。 



◆募集期間　　2　月　9　日（金）～19日（月） 
◆資格　現在、住宅に困っている方で
次の条件を満たす方　　市内に居住ま
たは、勤務している方　　現に同居し
または、同居しようとする親族がある
こと（入居予定日から　3　カ月以内に結
婚し、同居する方を含む）。ただし、
一定の要件に該当し、常時の介護を必
要としない方は単身での申し込み可
（今回は、若宮、旭ヶ丘、西之洞に限
る）　　入居者全員の所得（控除後）
の合計が一定の基準以内で、市税を完
納していること 
◆その他　　入居日は、　3　月中旬ごろ
を予定　　入居者全員の所得が分かる
書類（源泉徴収票や所得課税証明書な
ど）が必要です。 
詳しくは、建築住宅課へどうぞ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆募集人員　　1　人 
◆資格　年齢は、50歳ぐらいまでで、
　4　月から勤務可能な方 
◆試験　個別面接（日時は、後日連絡
します） 
◆申し込み　市販の履歴書に必要事項
を記入の上、　2　月20日（火）までに、市
教育委員会庶務課へ提出してください。 
詳しくは、庶務課へどうぞ。 

◆採用予定人員　　1　人 
◆勤務場所　市立総合病院または、老
人保健施設 
◆受験資格　昭和41年　4　月　2　日以降に
生まれた資格所有（見込み）者　※地
方公務員法第16条の各号（成年被後見
人など）のいずれかに該当する方は、
受験できません。 
◆試験の日時、場所、方法および合格

発表　　3　月　2　日（金）午前　9　時から、
市立総合病院で教養試験、作文試験お
よび面接試験（人物および常識的知識
についての口述試験）を実施し、最終
合格者を決定の上、　3　月中旬（予定）
に通知し、　3　月中旬（予定）の健康診
断で異常がなければ　4　月　1　日（予定）
で採用を決定します。 
◆給料　大学卒＝188,800円　※卒業
後、薬剤師としての職歴がある場合は、
一定基準により加算されます（この数
字は現行の額であり、国などの改正に
準じ改正されます）。 
◆受験の手続き　受験申込書（秘書広
報課職員係で交付）に必要事項を記入
の上、　2　月　1　日～23日（平日のみ）に、
同係に提出してください。 
詳しくは、職員係へどうぞ。 

本市陶磁器業界の中堅技術者を養成
するため、伝習生を募集します。 
◆資格　　市内に就職または、就業の
意思を有する年齢満17歳以上満27歳以
下の方　　高等学校卒業または、これ
と同等以上の学力を有する方　　身体
強健・品行方正で伝習に熱意を有する
方 
◆養成期間　　4　月　1　日から　1　年間。た
だし、試験場の業務に支障のない場合
は、　1　年間延長することができます。 
◆募集人員・授業料　若干名・免除 
◆必要書類　伝習生志願書（試験場で
交付）、最終学校の卒業（見込み）証明
書、成績証明書、健康診断書、履歴書 
◆申し込み　　2　月13日（火）～23日（金）
の午前　8　時30分～午後　5　時（土・日曜
日を除く）に陶磁器試験場へお申し込
みください。※郵便での書類請求や提
出は、ご遠慮ください。 
◆採否の決定　申込者に面接日を連絡
します。採否は考査の上決定し、通知
します。 
詳しくは、陶磁器試験場へどうぞ。 
 
 
 
 

◆所在地　土岐津町土岐口2257-36 
◆募集期間　随時 
◆資格　　現に同居しまたは、同居し
ようとする親族があること　　入居者
全員の所得（控除後）の合計が原則月
額20万円以上60万　1　千円以下の方　
　連帯保証人を　2　人選出できる方 
◆その他　　敷金＝家賃の　3　カ月　　共
益費＝　1　カ月1,000円　　駐車場使用
料＝　1　カ月1,575円（　1　世帯　1　台限り） 
詳しくは、建築住宅課へどうぞ。 

選手の通過コースにあたる道路
では、時間帯によって一部交通規
制が行われますので、ご協力をお
願いします。また、選手通過の際、
沿道でのご声援をお願いします。 



発行：土岐市役所（　0572　1111） 
編集：秘書広報課広報広聴係（内線186） 

東美濃丘陵が一番いい 

広報ときは 

古紙配合率100％再生 
紙を使用しています 


